
北関東三大学（茨城大学・群馬大学・宇都宮大学）とオーストラリア 

（ニューサウスウェールズ大学UNSW）の学生交流に参加しませんか？

【募集要項 2024】 

 

 茨城大学では、2020 年度よりオーストラリアのシドニーにあるニューサウスウェールズ大学(UNSW)の学

生とのオンライン交流を企画・実施してきました。2023 年度は、この交流を茨城大学だけでなく、群馬大

学及び宇都宮大学にも拡大しました。今年度も三大学で UNSW との交流を続けることになりましたの

で、参加者を募集いたします。（2023 年度に参加した方の応募も歓迎いたします。） 

 

オーストラリアの交流相手は UNSW で日本語（初級）を学んでいる学部生です。中には、オースト

ラリア以外の国からやって来た留学生もいます。日本の大学生と交流し、日本と「つながりたい」と望んでい

る学生たちですが、まだ日本語を学び始めたばかりですので、日本人学生側が英語で説明したり、積極

的に働きかけたりすることが必要不可欠です。 

 

 この企画には、オーストラリアの学生との交流だけでなく、北関東の三大学の学生が交流する目的も含

まれています。地理的には近いけれどもあまりお互いを知らない三大学の学生が英語で交流する中で、国

を超えた「異文化」のみならず、県を超えた「異文化」も知ることができるかもしれません。 

 

 授業以外で英語に触れたい方、国際交流や海外生活に関心のある方、留学を検討している方、自

分の世界を広げたい方は、ぜひご参加ください。オンライン上ではありますが、オーストラリアの学生、そして

隣県の学生と知り合い、英語・日本語両言語を使いながら協働的に活動し、学び合うよい機会になると

思います。 

 

 これまで実施された、茨城大学または三大学と UNSW の交流企画には、数多くの学生が参加しまし

た。参加者の満足度は高く、アンケート調査では、次のような感想が寄せられています。 

 

➣ 回数を重ねるごとに自分の中で英語に対する苦手意識がなくなってきているのが嬉しい。 

➣ お互いの言語を教え合って，お互いのモチベーションを上げることができている。 

➣ 授業中の交流とは違ってラフな感じで自由に話すことができてよかった。 

➣ オンラインでも異文化間でのコミュニケーションが可能だということを実感した 。 

➣ 自分の伝えたいことが相手に伝わったときがとても嬉しかった。 

➣ 毎回話が盛り上がって楽しかった。オーストラリア英語でよく使う表現が発見できた。 

➣ 初めて会う人たちと仲良くできることが嬉しいので何をしてても楽しかったです。 



➣ 英語圏の人と交流することはかなり勇気のいるものであったがこの交流会を通して、 

自分の意思を相手に伝えることができて自信が少しついた。 

 

以下に企画の詳細をまとめました。ご応募、お待ちしております！ 

 

1. 交流参加者 

UNSW：日本語（初級）の授業を履修している学部生（学年や専攻はさまざま） 

※UNSW（https://www.unsw.edu.au/）はオーストラリアの特に優れた大学で構成される 

“Group of Eight”の 1 つです。 

日本側：茨城大学、群馬大学、宇都宮大学の学部生・大学院生 

 

2. 交流の方法及び内容 

①方法: UNSW2 名、日本側 2 名、計 4 名で 1 つのグループを構成し、ZOOM 等を用いて交流 

※各自の自宅からアクセスします。カメラも on にしてください。 

※三大学の参加人数にアンバランスが生じた場合は同一大学で組み合わせることもありま

す。 

②内容: 例 1) 同じ動画をグループで一緒に視聴し、感想を述べ合う 。 

例 2) 自分の趣味や特技、関心のあること、または両国・各県の最近の話題（ポスト・コ

ロナ、大学生活など）について話し合う。 

例 3) オンラインのカラオケを使用して、一緒に歌を歌ってみる。 

例 4) 一緒に楽器を演奏してみる。 

例 5) 昼食／夕食を一緒に食べながら、懇談する。食べているもの、テーブル・マナーなど 

について話し合う。 

例 6) 料理のレシピを交換し、実際に作ってみた感想を述べ合う。 

※以上は例です。この他にもグループで話し合って，内容を決めることができす。 

ずっと、雑談でも構いません。 

 

3. 交流の期間及び頻度 

①期間: 10 月～11 月の約 8 週間 

②回数: 5 回以上、できるだけ多く（1 回のセッションは 30 分以上） 

※同じグループのメンバー間で、都合のよい日時を交渉します。平日の夕方や土日に交流

するグループが多いようです。 

 

４．記録・発表 

  交流ごとに、各自ログ（日時、内容、感想等）をつけてください。日本側はレポートを提出していただ

https://www.unsw.edu.au/


きます。三大学の参加者による対面の発表会なども計画しています（希望者）。 

 

５. 応募資格 

茨城大学・群馬大学・宇都宮大学に在籍する学部生・大学院生で、熱意のある方なら、どなたで

も。 

※参加決定後は、最後まで交流し続けることをお約束ください（UNSW 側は授業の一環として実

施するので成績に加味されます）。 

 

６. 申し込み方法 

以下のフォームからどうぞ。 

https://forms.gle/vGzVqbKY1rDC1BxK9 

※各大学先着順で 40 名、募集します。申し込みはお早めに！ 

 

７. 問い合わせ先  

宇都宮大学基盤教育センター教員 三村千恵子  

[chiekomimura@cc.utsunomiya-u.ac.jp] 

※この企画に関して不明な点がありましたら、いつでもご連絡ください。また、交流期間中、 

万が一困ったことが生じた場合も，遠慮なくご相談ください。 

 

８．参考 

2023 年度に優秀賞に選出されたレポートをぜひご覧ください。 

（レポート提出は動画でなくても大丈夫です。） 

URL QR Code 

https://youtu.be/dt_BGdDjpL8 

 

https://youtu.be/BxJ9RR5_Z9Q 

 

https://youtu.be/n5ve-jppui8  

 

https://youtu.be/dt_BGdDjpL8
https://youtu.be/BxJ9RR5_Z9Q
https://youtu.be/n5ve-jppui8


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～シドニーの風景～ 

オペラハウスとハー バ ーブリッジ      UNSW の 構内       セント ・メアリー 大聖堂 

 

https://youtu.be/SqK97nXyvC8 

 

https://youtu.be/gYafswUXrBk 

 

https://youtu.be/SqK97nXyvC8
https://youtu.be/gYafswUXrBk

